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人口と世帯数

6 月１日現在

人口 23,852 人

男 11,615 人

女 12,237 人

世帯数 7,549 世帯

®

【高畠町ホームページ】http ://www.town.takahata .yamagata . jp
【高畠町 Faceboo k】https://www.facebook.com/town.takahata

45
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分
の
あ
り
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と
う
！
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3     2017.７ ２

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

▶問合せ先╱町町民課医療給付係　☎（52）１３２７

７月から子育て支援医療給付制度が拡大しました

７月から18歳までのお子様を対象とした、医療費の無料化が始まりました。

●医療費助成について

　これまで中学校卒業までだった医療費助成

について、18歳に到達する３月31日までが助

成の対象となりました。

　対象となるものは、保険診療分の医療費・

薬剤費等の窓口で支払う自己負担分です。

●医療証について

　申請書の提出をしていただいた16歳から18

歳までのお子さんに対し、６月下旬に子育て

支援医療証を郵送いたしました。山形県内の

医療機関を受診される際は、子育て支援医療

証と健康保険証を提示することで、無料で医

療機関を受診することができます。

●
福
祉
医
療
給
付
事
業
と
は

　

子
ど
も
や
ひ
と
り
親
の
方
、
障
が

い
を
持
っ
た
方
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療

費
の
助
成
を
す
る
制
度
で
す
。

　

県
と
町
で
は
、「
子
育
て
支
援
医

療
給
付
制
度
」「
重
度
心
身
障
が
い

（
児
）者
医
療
給
付
制
度
」「
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
給
付
制
度
」
の
３
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
制
度

の
対
象
者
が
医
療
機
関
で
支
払
う
自

己
負
担
金
を
、
県
と
町
が
助
成
し
て

医
療
費
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
各
制
度
に
共
通
す
る
こ
と

①
対
象
に
な
る
医
療
費
は
、
保
険
適

用
分
の
医
療
費
で
す
。

②
入
院
時
の
食
事
代
は
全
額
自
己
負

担
で
す
。
※
町
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、「
標
準
負
担
額
減
額
認

　

定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
医
療
機

関
に
提
示
す
る
と
食
事
代
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
入
院
前
に
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

③
各
制
度
に
該
当
す
る
方
は
、
町
民

課
医
療
給
付
係
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。（
既
に
申
請
し
た
方
は
不

要
で
す
）

●
対
象
者

市
町
村
民
税
所
得
割
23
万
５
千
円

以
下
で
、
次
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
ま
た
は

２
級
所
持
者

・
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

所
持
者

・
国
民
年
金
障
害
等
級
１
級
の
障
害

基
礎
年
金
受
給
者

・
精
神
障
害
者
で
、
恩
給
法
の
特
別

項
症
お
よ
び
第
１
項
症
、
そ
の
他

公
的
年
金
各
法
の
障
害
等
級
１
級

受
給
者

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
該
当

者
、
重
度
の
障
が
い
が
認
め
ら
れ

る
20
歳
以
上
の
方

●
助
成
内
容

・
本
人
ま
た
は
扶
養
者
の
前
年
の
所

得
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

場
合一

部
負
担
金
「
無
」
の
医
療
証
が

交
付
さ
れ
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
重
度
心
身
障
が
い（
児
）者
医
療
給
付
制
度

福
祉
医
療
給
付
事
業
の
お
知
ら
せ・

本
人
ま
た
は
扶
養
者
の
前
年
の
所

得
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
一
部
負
担
金
「
有
」
の
医
療
証
が

交
付
さ
れ
、
医
療
費
の
１
割
を
お
支

払
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
ひ
と
つ
の
医
療
機
関
に
つ

き
、

外
来
：
月
１
万
４
、０
０
０
円
が
上
限

入
院
：
月
５
万
７
、６
０
０
円
が
上
限

※
す
で
に
健
康
保
険
証
で
医
療
費
が

１
割
負
担
に
な
ら
れ
て
い
る
方
に

は
、
一
部
負
担
金
「
有
」
の
医
療

証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

・
障
が
い
の
わ
か
る
書
類
（
手
帳
、

証
書
、
診
断
書
な
ど
）

※
転
入
者
の
方
な
ど
は
、
本
人
ま
た

は
扶
養
者
の
所
得
と
控
除
額
が
全

て
わ
か
る
書
類
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
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一．　　　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 

国
民
年
金
保
険
料

は
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平
成
30
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
、４
９
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電

話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
し
て
お

り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
※

納
付
義
務

の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
を
受
け
と
る
た
め
に
必
要
な

保
険
料
の
納
付
期
間
が
、
25
年
か
ら

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と

な
る
方
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
短

縮
」
と
記
載
し
た
黄
色
の
封
筒
を
順

次
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
：
☎
０
５
７
０

（05）

１
１
６
５
」
で
予
約
の
上
、
で
き
る

だ
け
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
申
請
・
問
合
せ
先
／

　

町
町
民
課
住
民
年
金
係　

☎
�
１
３
４
５

　

米
沢
年
金
事
務
所　
　☎

�
４
２
２
０

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る

制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
な
り
ま

す
。

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

　
給
付
制
度

◎
子
育
て
支
援
医
療
給
付
制
度

●
対
象
者

・
配
偶
者
の
い
な
い
方
で
、
就
労
等

に
よ
り
一
定
の
収
入
を
得
て
、
18

歳
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

方
（
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
に
所

得
税
が
課
税
さ
れ
た
方
お
よ
び
他

の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は

対
象
外
）

・
上
記
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
18

歳
以
下
の
児
童

・
父
母
の
い
な
い
18
歳
以
下
の
児
童

（
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
に
所
得

税
が
課
税
さ
れ
た
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
は
対
象
外
）

●
助
成
内
容

健
康
保
険
で
給
付
対
象
と
な
る
医

療
費
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
無
料

で
受
診
で
き
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
代
お
よ
び
自
費
請

求
分
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
親
と
子
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

※
転
入
者
の
方
な
ど
は
、
申
請
者
本

人
の
所
得
と
控
除
額
が
す
べ
て
わ

か
る
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。

●
対
象
者

　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
方

●
助
成
内
容

①
県
内
受
診
の
場
合

医
療
証
を
保
険
証
と
一
緒
に
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

保
険
適
用
分
に
つ
い
て
は
無
料
と
な

り
ま
す
。

②
県
外
受
診
の
場
合

医
療
機
関
に
い
っ
た
ん
支
払
っ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
町
町
民
課
医
療
給

付
係
で
医
療
費
支
給
申
請
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
と
払
い
戻
し
が
で

き
ま
す
。

領
収
書
を
月
単
位
で
ま
と
め
、
受

診
月
の
翌
月
か
ら
２
年
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
支
給
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
・
医
療
証

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

・
領
収
書
（
受
診
者
の
氏
名
、
保
険

点
数
、
領
収
印
が
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
）

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

●
有
効
期
限

子
育
て
支
援
医
療
給
付
制
度
拡
大

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
１
年
更
新
だ
っ

た
医
療
証
の
有
効
期
限
を
７
月
１
日

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

⑴
０
歳
か
ら
２
歳

（
有
効
期
限
：
３
歳
に
な
る
誕
生

月
の
末
）

⑵
３
歳
か
ら
小
学
３
年
生

（
有
効
期
限
：
毎
年
誕
生
月
の

末
）

⑶
小
学
４
年
生
か
ら
小
学
６
年
生

（
有
効
期
限
：
小
学
６
年
生
の
３

月
末
）

⑷
中
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

（
有
効
期
限
：
中
学
３
年
生
の
３

月
末
）

⑸
16
歳
か
ら
18
歳

（
有
効
期
限
：
18
歳
に
到
達
す
る

３
月
末
）　

●
有
効
期
限
が
延
長
に
な
る
方
に
は
、

６
月
下
旬
に
新
し
い
医
療
証
を
郵
送

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
を

ご
確
認
の
う
え
、
差
し
替
え
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
有
効
期
限
に
変
更
が
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
も
、
医
療
証
を
郵
送
す

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

７
月
以
降
に
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
る
際
は
新
し
い
医
療
証
を
使
用

く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構

か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
問
合
せ
先
╱
町
町
民
課
医
療
給
付

　

係　
　
　
　
　

☎
�
１
３
２
７



3     2017.７

　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

４

◎ 70歳未満の方

◎ 70歳以上の方（後期高齢者医療被保険者の方を含む）
※平成29年８月から、自己負担限度額が変更になります。色つきの部分が変更箇所です。

課税区分
自己負担限度額 入院時の食事代

（一食あたり）入院 外来

住 民 税
課 税 世 帯

現役並み所得者
※１ 80,100円＋

（総医療費－267,000円）×1%
57,600円

360円

一　　般 57,600円
（44,400円※４）

14,000円
（８月～翌年７
月の年間限度額

144,000円）

住 民 税
非課税世帯

低所得Ⅱ※2 24,600円 8,000円
210円

（160円※５）

低所得Ⅰ
※３ 15,000円 8,000円 100円

【1か月あたりの限度額と入院時の食事代】

※１･･･ 同一世帯に課税所得 145万円以上の所得がある70歳以上の国保被保険者もしくは後期高齢者医療被保険
者が１人でもいる世帯

※２･･･ 住民税非課税世帯である方
※３･･･ 住民税非課税世帯であって、その世帯の所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）

を差し引いたときに０円となる場合
※４･･･ 過去 12か月の間に３回以上高額療養費に該当した場合の４回目以降の限度額
※５･･･ 過去 12か月の間に入院日数が 91日以上で、長期認定を受けた方

所得
区分 所得基準 3 回目まで 4 回目以降注２ 入院時の食事代

( 一食あたり）

ア 被保険者全員の旧ただし書き所得注１

の合計が 901万円を超える世帯
252,600円＋

（総医療費－842,000円）×1％ 140,100円

360円

イ
被保険者全員の旧ただし書き所得の
合計が 600万円を超え 901万円を超
えない世帯

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×1％ 93,000円

ウ
被保険者全員の旧ただし書き所得の
合計が 210万円を超え 600万円を超
えない世帯

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％ 44,400円

エ 被保険者全員の旧ただし書き所得の
合計が 210万円を超えない世帯 57,600円 44,400円

オ 世帯主と被保険者全員が住民税非課税
の世帯 35,400 円 24,600 円 210 円 (160 円注 3)

注１･･･ 前年の総所得金額および山林所得額ならびに株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から基礎控除額
33万円を控除した額

注２･･･ 過去 12か月の間に３回以上高額療養費に該当した場合の４回目以降の限度額
注３･･･ 過去 12か月の間に入院日数が91日以上で、長期認定を受けた方
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▶問合せ先╱町町民課医療給付係　
　　　　　　　　☎（52）１３２７

１．「国民健康保険高齢受給者証」と「後期高齢者医療被保険者証」をお送りします

　８月から、国民健康保険高齢受給者証および後期高齢者医療被保険者証が新しくなります。新しい受給者証と
被保険者証は、７月中に郵送いたしますので、８月１日からお使いください。
　届きましたら、住所・氏名・生年月日・性別をご確認いただき、誤りや変更がある場合はご連絡ください。

◎国民健康保険証をお持ちの方で 70歳未満の方
◎国民健康保険証をお持ちの方で70歳以上の住民税非課税世帯の方
◎後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方で住民税非課税世帯の方

◎本人の健康保険証　◎印鑑
◎窓口に来られる方の運転免許証

※平成30年７月31日までに75歳になられる方の高齢受給者証の有効期限は、平成30年７月31日ではなく
　75歳の誕生日の前日となり、75歳からは後期高齢者医療制度で医療を受けることになります。

国民健康保険高齢受給者証 後期高齢者医療被保険者証

対 象 と な る 方
高畠町国民健康保険に加入している

70歳以上75歳未満の方

後期高齢者医療制度に加入している 75歳

以上の方（65歳～74歳で一定の障がいが

ある方）

医 療 機 関 を

受 診 す る 際 は

「国民健康保険証」と「高齢受給者証」の両方

を医療機関の窓口に提示してください。

「後期高齢者医療被保険者証」を医療機

関の窓口に提示してください。

自 己 負 担 割 合
２ 割（ ※ 昭和19年４月１日以前に生まれ た 方

は１割）または３割（現役並み所得者）
１割または３割（現役並み所得者）

そ の 他

前年と自己負担割合が変わらない場合でも、新しい「国民健康保険高齢受給者証」と「後期

高齢者医療被保険者証」をお送りいたしますので、古い高齢受給者証等は破棄してください。

同世帯でも、配達日が異なる場合があります。今月中に届かない場合や、詳しい内容などは

お問い合わせください。

【対象となる方】 【手続きに必要なもの】

 医療給付に関するお知らせ

２．医療費の自己負担額の限度額について

　医療保険には、医療機関へ支払う１か月あたりの限度額が設けてあります。
　医療機関の窓口へ「国民健康保険限度額適用認定証」等を提示することにより、一医療機関へ支払う医療費（自
己負担額）が限度額までとなります。※食事代、文書料等保険適用外のものは、自費扱いとなります。
◎必要な方は、あらかじめ認定証の交付申請をしてください。
◎現在、認定証をお持ちの方は、有効期限が平成29年7月31日となっています。

※平成29年８月から、70歳以上の方の自己負担限度額が変更になります。

国民健康保険に加入している方
８月以降も必要な場合は、再度手続きを行ってください。

（更新手続きは８月から可能です。）

後期高齢者医療制度に加入している方
８月以降ご利用いただける認定証を、保険証と一緒に郵送いたし

ます。更新手続きは不要です。

《更新手続きについて》
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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子育て
支援医療証

　子育て支援医療証の有効期

限が７月末になっている方に

は、７月中旬に新しい医療証

をお送りしますので、ご確認

ください。

《国民健康保険高齢受給者証
　　　　交付説明会のご案内》

８月から高齢受給者証の交付対象と

なる方は、昭和22年７月２日～昭和22年
８月１日生まれの方です。

　説明会は７月19日㈬（９時30分開始）
を予定しています。

　国保以外の方は、現在加入している健

康保険より交付されます。

高齢受給者証

今月の医療証

▶問合せ先／
町町民課医療給付係
　　☎（52）１３２７

たかはた町民講座

をご紹介します

▶問合せ先／町社会教育課社会教育係
☎（52）４４８７

　わが会は、今年15周年です。昨年度は、『浜田

広介記念館生家、糠野目こどもの村、各町内の集

まり、各地区のふれあいサロン。そして、糠野目・

亀岡・和田小学校etc』。小学校での語り部指導と、

二月の「民話フェスタ」へ参加してます。

　悲しい話もあれば笑い話もあります。「笑う門

には福来る」、「笑いは健康のもと」と言われてお

ります。たまには、腹を抱えて、ゲラゲラと笑っ

てみておごやい。

　ご要望があれば、「おとなのはなし」もござい

ます。みなさまご遠慮なく、お気軽に「まほろば

語り部の会」にお声を掛けておごやい。待ってま

～す。と～びんと。たかはたの昔話Ⅰ・Ⅱ（一部

300円）の冊子もあります。

講座紹介

むか～しあったげど
（まほろば語り部の会）

問町営体育館　　　　 　　　　　　（52）４４９０ 種 目 区　　分

ハーフマラソン 一般男子の部／一般女子の部

10kmロードレース
一般男子の部／一般女子の部／
高校の部

５kmロードレース
一般男子の部／一般女子の部
高校男子の部／高校女子の部

３km

まほろばマラソン大会

小学生男子の部（４/５/６年生）
小学生女子の部（４/５/６年生）
中学生の部（男子/女子）
一般男子の部（15～29歳/30～
49歳/50歳以上）
一般女子の部（15～29歳/30～
49歳/50歳以上）

▶期日／９月17日㈰　町役場前スタート
▶参加料／一般 3,000円、高校生 2,000円（高畠ロー
　ドレース : ハーフ、10 ㎞、５㎞）
　小中高生 1,000円、一般 2,000円（まほろばマラソ

ン大会）
▶申込締切／７月21日㈮
▶申込方法／ロードレース大会要項の払込取扱票にて

第68回高畠ロードレース・第38回３km まほろばマラソン大会

※ こ の 事 業 は、 独 立 行 政
法人日本スポーツ振興セ
ンタースポーツ振興くじ
（toto）助成金の活用によ
り実施されています。

たかはたぶどうマラソン
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タ
ー
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問
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先
╱
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
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（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
０
３
５
０　
　

　

梅
雨
が
あ
け
る
と
夏
本
番
！
ま
ぶ

し
い
太
陽
と
入
道
雲
が
夏
を
思
わ
せ

る
季
節
で
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
７
月
か
ら
芝

生
ス
ペ
ー
ス
で
水
遊
び
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

家
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い

う
方
は
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
、
お
友
だ

ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
水
に
慣
れ
て
楽
し
さ
を
味
わ

い
、
元
気
に
暑
い
毎
日
を
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
は
、
た
な
ば
た
飾
り
を
作
っ

た
り
、
お
子
さ
ん
か
ら
少
し
離
れ

て
、
子
育
て
の
悩
み
や
成
長
を
共
感

し
あ
う
“
お
し
ゃ
べ
り
会
”
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
い
し
い
お
茶

と
ケ
ー
キ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日

頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
口
に
出
し
て

み
る
と
、
す
っ
き
り
し
て
笑
顔
の
時

間
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

未来っ子登場Children 　平成29年８月号に掲載するのは、平成28年８月中に生ま

れた町内在住のお子さんです。

♪申込締切／７月10日（月）

♪申込先／町企画財政課広聴広報係　☎（52）４４７６

♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画財

政課までお越しください。現像済み写真・データ共に

可能です。写真は編集の後ご返却します。

ひ
ら
ま　

あ
お
い

（
露
藤
上
）

平
間　

蒼
生　

く
ん

平
成
28
年
７
月
９
日
生  我が家のアイドル

こ
ん
の　

か
な
た

（
川
沼
）

近
野　

夏
奏　

く
ん

平
成
28
年
７
月
19
日
生いつでも笑顔

か
め
お
か　

し
ゅ
う
た
ろ
う

（
館
の
内
）

甕
岡　

秀
太
朗　

く
ん

平
成
28
年
７
月
20
日
生  にこにこビーム☆

い
と
う　

（
亀
岡
三
）

伊
藤　

り
な　

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
７
月
26
日
生

食欲は誰にも
負けません !!

７
月
の
み
ん
な
の
広
場　

“
願
い
を
込
め
て
笹
の
葉
飾
ろ
う
”

▼
期
日
／
７
月
５
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

▼
持
ち
物
／
は
さ
み
、
の
り
、
お
て

　

ふ
き

※
飾
り
つ
け
を
し
た
笹
竹
は
持
ち
帰

れ
ま
す
よ
！

７
月
の
育
児
講
座　

“
に
こ
に
こ
お
し
ゃ
べ
り
会
＆

　

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
”

▼
期
日
／
７
月
28
日
㈮

▼
時
間
／
９
時
50
分
～
11
時
30
分

▼
場
所
╱
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
２
階

　
　
　
　

研
修
室

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
冨
澤
久
美
子
氏

▼
参
加
費
／
３
５
０
円
（
ケ
ー
キ
・

　
　
　
　
　

お
茶
代
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▲昨年のおしゃ

べ り 会 の 様 子

「みんな悩み事

は同じだね！」

８
月
の
み
ん
な
の
広
場　

“
夏
だ
元
気
に
水
遊
び
”

▼
期
日
／
８
月
２
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

芝
生
ス
ペ
ー
ス

▼
持
ち
物
／
水
着
ま
た
は
水
遊
び
用

オ
ム
ツ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
帽
子
、

飲
み
物
（
水
か
お
茶
）
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
（
濡
れ
た
も
の
い
れ
）

▼昨年の水遊び

の様子「色水遊

びに洗濯やさん

ごっこもあった

よ！」

満 １ 歳

になるお子さんを

募 集 し ま す
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健
康
な
町
づ
く
り
を
目
指
す
「
げ
ん
き
高
畠
21
」
推
進
中

げ
ん
き
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

休日診療所・置賜地区歯科休日当番医制運営事業のお知らせ

【南陽東置賜休日診療所】南陽市椚塚 420 番地の 7　☎ 0238（40）3456
　受付時間／ 8 時 45 分～ 11 時 45 分、13 時～ 16 時 30 分

期　　日 担当歯科医院 地 区 名 電話番号

７月 ２ 日（日） 仁科歯科医院 米　　沢 ☎0238（21）5838

７月 ９ 日（日） 斎藤歯科医院 南　　陽 ☎0238（47）3309

７月 16 日（日） 桜井歯科医院糠野目診療所 高　　畠 ☎0238（57）3211

７月 17 日（月） 鈴木歯科医院 長　　井 ☎0238（84）6616

７月 23 日（日） あさひ歯科医院 米　　沢 ☎0238（24）0118

７月 30 日（日） 林歯科医院 米　　沢 ☎0238（22）8148

期　　日 当番医師名 期　　日 当番医師名

７月 ２ 日（日） 柄 澤 　 哲 ７月 ９ 日（日） 上 領 　 勝

７月 16 日（日） 竹 田 　 聡 ７月 17 日（月） 五十嵐浩太郎

７月 23 日（日） 齋 藤 忠 明 ７月 30 日（日） 板 垣 敏 明

 【歯科休日当番医】　診療時間／９時～15時 電話でお問い合せのうえ、受診してください。

子育て世代包括支援センターからのお知らせ♪

産後ママのエクササイズ

▶日時／ 7 月 25 日（火）
　13 時 30 分～ 14 時 30 分（託児受付 13 時～）
▶内容／骨盤調整・コンディショニング、有酸素

運動など
▶対象／産後１年頃までのママ　定員 20 人
※託児もご利用いただけます。人数に限りがあ

りますのでお早目にお申込みください。
▶持ち物／母子健康手帳、内履き、タオル、飲み

物、託児希望の方はオムツ・ミルク等必要な物
▶申込締切／ 7 月 13 日（木）

SMILE サロン

▶日時／ 7 月 13 日（木）　
　10 時～ 11 時 30 分（受付は 9 時 50 分から）
▶内容／ハンドマッサージ・助産師による
　ミニ講話・ママたちとのフリートーク
　身体計測、個別相談もおこないます。
　ぜひご参加ください♪
▶対象／生後４か月までの赤ちゃんとママ
▶持ち物／母子健康手帳、その他赤ちゃん　
　に必要な物
▶申込締切／ 7 月 11 日（火）

マタニティ相談会

　妊婦さんとご家族のための相談日です。妊娠中
や産後の心配事などお気軽にご相談ください。時
間内の出入りは自由です。
▶日時／ 7 月 5 日（水）
　14 時～ 16 時
▶内容／沐浴練習、出産準備、
　お産の進み方、おっぱいマッサージ方法など

のびのび計測デー

　お子さんの身体計測ができます。時間内の出入
りは自由ですので、発育の確認にぜひお越しくだ
さい♪
▶日時／ 7 月 5 日（水）
　 9 時 30 分～ 11 時 30 分
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むし歯のない子集まれ～

「よい歯で はっぴい」
『５月 12 日の３歳６か月児健診で

むし歯ゼロの子をご紹介します。

これからも歯みがきがんばろう！』

安
あ べ

部　結
ゆりあ

愛ちゃん（駅東）

佐
さと う

藤　翔
しょうた

太くん（館の内）

伊
いと う

藤　栞
かんな

絆ちゃん（沢口）

遠
えんどう

藤　翔
しょうや

哉くん（沢口）

佐
さと う

藤　心
み ゆ

優ちゃん（石岡）　 島
しまぬき

貫　拓
ひろと

翔くん（亀岡四）

庄
しょうじ

司　茉
まはろ

陽ちゃん（大町一） 髙
たかなし

梨　笑
え む

夢ちゃん（入）

水
みずよし

吉　柚
ゆずき

稀ちゃん（夏刈） 森
もり や

谷　楓
かえの

乃ちゃん（下町）

森
もりやま

山　心
こ は く

翔空ちゃん（中才） 八
や ぎ

木　希
のぞみ

実ちゃん（本町）

山
やまぐち

口　隼
しゅん

くん（駅東）

町では、65 歳以上の方で全身の筋力や脚力等の運動機能の低下が心配される方を対象に

短期集中型の筋力トレーニグ事業を始めました。参加者を募集いたします。

◆週２回、マシーントレーニングや有酸素運動を内容とした理学療法士による小集団個別指導

会場 公立高畠病院リハビリテーション科 町在宅医療介護連携センター（まほろば荘向かい）

開催

期間

９月１日～ 11 月 14 日の毎週火・金曜日

13 時 30 分～ 15 時

９月４日～ 11 月 30 日の毎週月・木曜日

10 時～ 11 時 30 分

定員 10 人 ８人

◆参加料金／１回３００円

※交通手段のない方には、デマンド交通の助成あり。片道 500 円のところ 100 円で利用できます。

◆申込締切／７月 28 日（金）

※基本チェックリスト（介護保険事業に基づく心身の状態に関する質問票）で、筋力低下などから運動の必要

性が高いと判断される方に参加いただきます。

該当しない方には、適切な介護予防教室をご案内いたしますので、下記に問合わせください。

◆申込・問合せ先／町地域包括支援センター（健康管理施設「げんき館」内）

　　　　　　　　　☎（52）４４９５

など感じる方はいませんか？

・立ち上がるのに、「よっこらしょ」とかけ声が必要になった。

・階段を昇る際に、手すりが必要になった。

・15 分くらいの距離でも歩くのが大変になった。

・過去１年間に転んだ経験がある

・ビンやペットボトルのキャップが開けにくくなった。

高畠町通所型サービス C
「介護予防・筋力アップではつらつ教室」開催しています。参加者募集！
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▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）９３９２

第５期オープンスクール開催　～新入生を募集します～第５期オープンスクール開催　～新入生を募集します～
　2015年の10月よりスタートした熱中小学校
ですが、現在は第４期目となり21歳から78歳
までの147人の生徒が集う学校となっておりま
す。ますます盛り上がっている熱中小学校です
が、今年の 10月より始まる第５期に向けてのオ
ープンスクールを７月22日㈯に 行 い ま す。 今
回は白色有機ELの開発者である山形大学工学
部の城戸教授を講師にお招きして授業を行いま
す。当日は見学自由ですので、この機会にぜひ
一度足を運んでみてください。
　第 5 期新入生の募集は７月８日㈯から受付
開始しますので、詳細は熱中小学校HPをご確
認ください。

　今年の 4 月で私は高畠町に来て 3
年目になりました。現在も引き続き
熱中小学校スタッフとして活動しな
がら地域と交流しています。
　現在の主な活動は、熱中小学校で
行っている通販サイトの現地コー
ディネートを行っております。内容
としては高畠の商品や農家の方の取
材に行ったり、掲載用の記事を作成
したりしています。通販についても
私自身学びながら地域の逸品をもっ
と広く発信すべく活動しています。

長
は せ が わ

谷川　智
ともゆき

之

地域おこし

協力隊通信

vol.18

13時30分～14時30分　

15時～15時30分

15時30分

熱中小学校授業

理科：客員教諭 城戸淳二

　　　山形大学大学院

　　　有機材料システム研究科

　　　卓越研究教授

熱中小学校概要と入学説明会

閉会予定

7月22日（土）　第５期熱中小学校オープンスクール

熱中通販は実際に現地に参加してい
る人と学びながら物とお金の流通を
作っていく、まったく新しい通販サ
イトになっていきます。もし地域の
逸品をお作りの方、またはもっと広
めていきたいとお考えの方がいらっ
しゃいましたら、熱中小学校ECコー
スでは通販を専門家から学びながら
実際に出店することができますの
で、ぜひ第５期での入学をお待ちし
ております。

▲熱中通販サイトのトップページ ▲熱中通販サイトについて説明する

　長谷川隊員

▲二井宿古道ハイクにも

　参加しました。

もういちど７歳の目で世界を ･･･
熱中小学校
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作 品 区 分 応 　 募 　 資 　 格 応　　　募　　　規　　　定

ひろすけ童話の

感想文 小　学　生

●Ｂ４判原稿用紙（400字）３枚以内を厳守
●童話名、学校名、学年、氏名を書き、４行目から本文を書く
●たて書き
●応募原稿は直筆であること
●平成29年４月以降に書かれた作品であること
●広介が書いた再話・昔話・翻訳物・童謡・詩は対象外

ひろすけ童話の

感想画

幼　　　児
平成23年４月２日～平成26年４月１日生まれ

３歳児（平成25年４月２日～平成26年４月１日）
４歳児（平成24年４月２日～平成25年４月１日）
５歳児（平成23年４月２日～平成24年４月１日）

小　学　生

●画用紙の大きさは４ツ切り判（38㎝×54㎝）
●紙の種類は画用紙に限定（色画用紙可）　ボール紙は対象外
●画材はクレヨン、絵の具（毛糸・木の葉や貼り紙等、他の素材は使用しない）
●版画、ちぎり絵は対象外
●絵本の挿し絵、カット等と類似したものは対象外
●平成29年４月以降に描かれた作品であること
●広介が書いた再話・昔話・翻訳物・童謡・詩は対象外

 「ひろすけ童話」を読んで、感想文・感想画を送ってください。※ 感想文・感想画とも応募は１人１点とします。

▶応募締切／ 10月31日㈫当日消印有効

▶募集内容／ひろすけ童話「お月さまと雲」を題材とした造形作品
▶募集部門／一般の部（高校生以上）・中学生以下の部
▶応募規定／立体的な造形作品（ぬいぐるみ・紙細工・粘土細工・木彫・彫塑・

陶器・手芸品など）制作方法などは自由ですが大きさ・重さに規定があります。
▶応募方法／応募票に名前・学校名・学年・年齢・住所・作品に対するコメン

トを明記し、作品に添付し記念館に持参ください。
▶応募締切／９月３日㈰必着

　ひろすけ童話に触れて感じた
思いを感想文や感想画とは違っ
た視点で表現し、その創造を通
して、やさしい気持ちや思いや
る心を育むことを目的として、
より多くの心のふれあいを目指
し作品を募集します。

詳細はお問い合わせください。毎週月曜休館。　※ 臨時休館日／７月18日㈫・19日㈬
申込・応募・問合せ先／〒 992-0334　高畠町大字一本柳2110番地　浜田広介記念館 　 ☎（52）３８３８

▶日　　時／７月２日㈰　10時～正午
　　　　　　７月16日㈰　13時～15時
▶場　　所／ひろすけ生家
▶出　　演／まほろば語り部の会

昔がたり　むか～しむかしあったけど

　　　講演　「ひろすけ童話が育み紡ぐもの」
　　　　　～地域にいきづき輝き続ける魅力～

▶日　　時／８月26日㈯　13時30分～15時30分
▶場　　所／ひろすけホール
▶講　　師／星　寛治 氏（ひろすけ会顧問）
▶参 加 費╱無料
▶申込・問合せ先／ひろすけ会事務局

　　　　　　　　  （浜田広介記念館内）

ー ひろすけ会事業 ー
ひろすけ講座（講演会）

▶期　　間／７月22日㈯～８月31日㈭
▶時　　間／９時～14時30 分
▶場　　所／オープンスペース
▶展示内容／小石に絵やメッセージを描こう！
▶対　　象／幼児から大人

ひろすけ小石コンテスト

７月のイベント

第15回ひろすけ童話造形創作コンクール「お月さまと雲」作品募集

平成29年度 浜田広介記念館 企画展
－ひとの心のあたたかさ－「浜田広介書簡展」

▶期　　間／７月20日㈭～９月３日㈰
▶場　　所／本館　展示室
▶展示内容／広介の書簡を中心に展示

第 28 回ひろすけ童話感想文・感想画全国コンクール作品募集

※館内は入館料が必要です。町内の園児、小・中学生は無料。

お 知 ら せ
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まちの話題 あれこれ

　高畠町議会は、昭和 29 年 10 月１日に開かれた社
郷町議会臨時会から数えて、平成 29 年６月定例会で
第 500 回を迎えました。これを記念して６月６日㈫
に議場コンサートが開催されました。
　バイオリン奏者の阿部正孝さん（安久津一）とチェロ
奏者の髙橋重博さん（北目）が、『少年時代』をはじめ

『ふるさと』『最上川』など８曲を演奏し、議場は心地
よい音楽に包まれました。

場でコンサート議

　今年３月に移転した旧屋代小学校の解体工事が今月
から本格的に着工されます。
　これを前に、45 年間の思い出が残る校舎に感謝の
気持ちを言葉や絵で表現しようと、『お別れペインティ
ング』が開催されました。
　参加した児童と保護者は、校舎との最後の別れを惜
しみながら、それぞれ思い思いに、アニメキャラクター
の絵や、感謝や労いの言葉を描いていました。

い間お疲れさまでした長

児童文化功労賞を受賞
　浜田広介記念館理事長の鈴木征治さんがこのたび、浜田広介先生が初
代理事長を務めた（一社）日本児童文芸家協会の第 56 回児童文化功労賞
を受賞されました。
　鈴木理事長はこれまで、「広介童話の心」をテーマにした読書普及の
講演会や研修会、童話創作講座を開催するなど、児童文化の向上発展に
寄与された功績により受賞されました。おめでとうございます。　

浜田広介記念館
鈴木征治 理事長

　世界 30 か国を訪問し、ストリートチルドレンや、
児童労働問題を写真に収める写真家の寺本真

ま さ し

将さんの
特別授業が６月 19 日㈪二井宿小学校、20 日㈫亀岡
小学校で開催されました。
　寺本さんは訪問先の子ども達の様子と実際に会話し
た内容を中心に世界の現状を児童に伝えました。
　児童達は世界と日本の当たり前の違いを比べ、今の
生活を振り返りながら聞き入っていました。

たり前ってなぁに？当
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MACHI no WADAI AREKORE

春の叙勲　瑞宝双光章

金子一夫さん（大町一）

めでとうございますお

　昭和 45 年に高畠町消防本部に奉職され、平成 21 年に消
防長、平成 24 年３月に退職するまで 42 年間の長きにわた
り、消防吏員として危険性の高い業務に従事され、また消防
行政に尽力された功績により受章されました。

春の叙勲　瑞宝単光章

渡邊幸一さん（安久津一）

　昭和 45 年に旧郵政省に奉職され、平成 23 年３月に退職
するまで 41 年間の長きにわたり、主として郵便物の集配業
務に携わられ、地域の郵政業務の発展に寄与された功績によ
り受章されました。

春の褒章　藍綬褒章

岡崎詔一さん（竹中）

　平成４年12月に保護司に就任され、これまで保護司会高畠
分会長（平成22～27年度）、東置賜地区保護司会会長（平成28
年度～）の要職を歴任されています。長年にわたり地域の更生
保護活動の発展に寄与された功績により受章されました。

　熱中小学校と町のコラボレーション企画として、PR動画と新しいHPが公開されました。動画は「渡来人連合」
という架空の団体が高畠町を発見しその魅力に引き込まれるストーリーになっています。また、町の魅力たっぷ
りの絵巻も公開中ですので、ぜひご覧ください。

の魅力を新に発信町

ページの下部で絵巻をごらんいただけます
青枠の部分をクリックすると、

新しいページに移動します。

既存のホームページ 新しいページ

高畠町公式トップページ 検索

➡

➡
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【次回〆切り日】
詩 ・ 川 柳
７月31日㈪
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。
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の
気

持
ち
、
届
い
て
い
ま
す
か
。

　

夢
で
も
い
い
会
い
た
い
な
、
母
さ

ん
に
…
。

【
訂
正
】
６
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
相
田
承
さ
ん
の
短
歌
で
、「
知
り
て
な
お
明
る
く
」は

「
知
り
て
な
お
明
く
」で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。　
　

選
者

桜
さ
ま
ざ
ま竹森

　
石
山
み
ゑ
子

美
し
さ
を
ま
と
い
、
散
り
際ぎ

わ

の
み
ご

と
さ
に
雅み

や
び

に
感
じ
さ
せ
る
桜
。
東
京

の
千
鳥
ヶ
淵
で
見
た
桜
。
上
野
公
園

の
桜
。
伊
豆
半
島
の
河
津
の
深
い
赤

紫
の
桜
。
赤
湯
烏え

ぼ

し

帽
子
山
の
桜
。
米

沢
の
上
杉
神
社
の
桜
。
箱
庭
の
よ
う

な
山
桜
。
城
山
三
郎
さ
ん
は
、
桜
は

戦
争
で
命
を
散
ら
す
象
徴
の
役
を
担

わ
さ
れ
た
花
だ
っ
た
と
の
こ
と
、
そ

う
い
う
見
方
も
あ
る
こ
と
に
新
し
い

発
見
。
花
よ
り
ダ
ン
ゴ
の
私
に
も
あ

の
あ
で
や
か
さ
は
確
か
に
訴
え
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

赤
鬼
さ
ん
も
青
鬼
さ
ん
も

池
の
中
で
泳
が
な
い
で
く
れ
よ

あ
ま
り
騒
が
な
い
で
く
れ
よ

皆
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
。

大
波
が
起
き
て
話
し
声
も
聞
こ
え
な

い
よ

ほ
ら
ほ
ら
大
声
で
笑
う
な
よ

皆
ん
な
ど
っ
か
へ
飛
ん
で
し
ま
う
か
ら
。

大
声
で
怒
鳴
る
の
は
駄
目
だ
よ

耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

大
き
な
涙
を
流
し
て
、
な
ん
で
な
ん
で

池
が
洪
水
に
な
っ
て
し
ま
う
よ

皆
ん
な
と
仲
間
に
な
れ
た
と
、
う
れ

し
く
て
喜
ん
で
い
た
ん
だ
。

赤
鬼
さ
ん
も
青
鬼
さ
ん
も
。

「
泣
い
た
赤
鬼
」
の
本
を
、
お
母
さ

ん
の
読
み
聞
か
せ
で
眠
っ
た
幼
な
子

の
夢
か
。




